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やまなし県有林のとりくみ

■ やまなし県有林

国際的なＦＳＣ⑧森林管理認証に基づく環境に配慮した管理経営を行って

います。

・ オフセット・クレジットの取得・活用

間伐による二酸化炭素の吸収量をクレジット化し、その売却による収益

を県有林の森林整備に活用しています。
責任ある森林管理

のマーク

匹 無J



■ プ ロ ジ ェ ク ト の 目 的 ・活 用

・適切な森林施業を実施し、森林吸収源としての機能を強化することで、二酸化炭素吸収量を増大

させます。

・プロジェクトにより創出されたクレジットを活用し、環境の保全や、生物多様性の確保に配慮し

た持続可能な森林経営を推進します。
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■ 当 プ ロ ジ ェ ク ト の カ ー ボ ン ・ オ フ セ ッ ト の 特 徴 ・仕 組 （メ リ ッ ト ）

国際的な基準に従って適切に管理されていることをＦＳＣ⑧森林管理認証として認められた「や

まなし県有林」において、その管理経営の一環として創出されるクレジットは、Ｃ０２排出量のオ

フセットだけでなく、環境保全や生物多様性などのイメージを活用し、商品・サービス等に、より

発信力のある付加価値をつけることができます。

資 金

カ ー ボ ン ・ オ フ セ ッ ト の企 画

Ｃ０２削減、商品・サービ ス等の企画

I:1皿4171叩μJl|'い"

クレジット(J- ＶＥＲ) の取得

゛●噸ＳＳ “゙

カ ー ボン ・ オフ セ ッ ト の 実 施

商 品 ・ サ ービ ス 等 の 販 売

・環境貢献、企業イメージアップ

・商品 ・サービスのイメージアップ

・環境指向の消費者への ＰＲ

間 伐 の 実 施

森林による Ｃ０２吸収

'`“恟卜ごザ 慟゙゙‘'

Ｊ-ＶＥＲ　 認 証 の 取 得

→聊上ご↓ ン゛゙゙ ¨

更 に 充 実 し た 森 林 経 営 の 推 進

・Ｃ０２吸収目 標の達 成

・持続可能な森林経営を継続

４
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地球 温暖化、酸性雨、熱帯雨林の 破壊 、違法伐採など 、地 球的 規模での環境問題の深刻化を

背景に、適正な森林管理への取り組みが世界共通の課題になっています。

こうしたなか、世界各国の環境団体、社会・経済団体など で構成する国際的な非営利団体である

ＦＳＣ（For ｅｓt Ｓtｅｗａrdｓhip Co ｕncil⑧　森林管理協議会：本部ドイツ）では、環境に配慮した

適切な森林管理に関する１０原則７０基準を定め、この原則・基準への適合を審査 ・認証するとと

もに、認証した森林から生産される木材にＦＳＣマークを付け差別化することで、適正な森林管理を

促進する仕組みを作っています。
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FM 認 証FOrest Management

森林管理を対象とした認証ですOFSC

の原則に基づき、｢環境｣、｢

社会｣、｢経済｣に配慮した適正

な森林管理がされているかにつ

いて、審査されます
Ｏ
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加工 一流通を対 象とし た認 証で す
Ｏ

認 証さ れた森 から出さ れた木 材が、

他の木 材と 流通過程で 混ざらない

よう、管 理さ れている かについて、

審査さ れます
Ｏ

木材市場・製材工場

加工施設・販売企業

製 品に付い ているロ ゴマ ークを

確 認するこ とで､ 認証製 品を 選

択的に購 入するこ とが出 来ま す。

Ｉ

⑥
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，
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山梨県有林産ＦＳＣ認証製品

･ 柱 や梁 など の 建 築 資材 とし て、

大手メーカーの住宅や店舗などでも

利用されています。

・木材を接着剤で再構成 する集成材

は強度もあり、大きさも自在です。

・県 有 林 か ら の 木 材 チ ッ プ

を 一 部 使 用 し た 山 梨 独 自 の

コ ピ ー 用 紙 や 印 刷 紙 で す 。

(コピー用紙は、グリーン購入法適合

総合評価９０)

・県 有林 からの 木材を 使用し

て、机・椅 子・食 器など 様々

な木製品が作られていますO

・金川の森公園など、県内の

公園に設置さ れてい ます。

・木のむくもりを活かしたユ

ニークなデザインが利 用者か

ら親しまれていますO



｜`

御下賜以来、県民福祉の増進に寄与することを基本に、活力ある森林の維持・造成により県土の

保全や水資源の涵養等森林のもつ公益的機能の充実強化を図るとともに、林産物の供給などそれぞ

れの社会情勢の変化や森林に対する県民の様々な要請に応えるための管理経営を行ってきました。

特に近年は、森林のもつ多様な機能の維持増進が強く求められていることから、公益的機能のさ

らなる充実強化を図り、県民ニーズを反映した森林管理を進めています。

県 有 林 の 公 益 的 機 能 評 価 額

県有林は、毎年４,４４０億円（県民１人当たり５０万円）以上の公益的機能を発揮しています。

●地球環境保全　 （二酸化炭素の吸収）

●水源かん養　　 （洪水緩和、水資源貯留、水質浄化）

●土砂災害防止・土壌保全（表面浸食防止、表層崩壊防止）

二酸化炭素の吸収
洪水緩和、水資源貯留

水質浄化

９７ 億５千万円

１,５７７ 億５千万円

２,７６５ 億４千万円

表面浸食防止、表層崩壊防止

※木材等の 林産物の生産を 除く 、森林の 有する多目的な 機能の内、貨 幣評価が可 能な 物理的な機能の一 部について

平成 １３ 年 １１月に日 本学術会議が 全国の森林を対 象に行った評 価手法を、県 有林にあ てはめ て算出。

甲Ｉ
一

Ｓ
一

県有林は、平成15 年４月に、公有林としては全国に先駆けて、国際的な森林認証制度である

「ＦＳＣ森林管理認証」を取得しました。この認証は、県有林が環境、社会、経済の各分野にお

いて国際的な基準に従って適切に管理されていることを意味します。

県有林の認証面積は、１４万４千ヘクタールで全国１位（国内認証面積の約３分の１）、県有林

から生産された木材は、ＦＳＣ認証材として販売しています。

・ 認 証 の 概 要

● 認証面積　 １４万４千ｈａ

（貸地等を除く全ての県有林）

● 認証発行日

平成１５年４月１０日（５年毎に更新）

● 認証 面積は全 国第１位

● 公有 林では全 国で初 めての認証 事業 体
木材市場で販売される認証材 認証登録証明書



明治末期、本県に相次いで発生した大水害は、県民の生活を大変苦しいものに

しました。明治天皇はこの窮地を知り、明治４４年３月１１日、県下の御料地の

ほとんどを県の復興に役立てるよう本県に御下賜されました。

これが県土の約３分の１を占める県有林の基になっており、一般には「恩賜林」

の名で呼ばれています。

これらの県有林は、恩賜県有財産管理条例を定め、模範林として県土の保全と

木材生産の二つを柱に特別会計で管理・経営され今日に至っています。
第 １回全国植樹祭（昭和 ２５ 年）

当時 の伐採状況 （明 治～昭和初期）

県営稲又研伐事業軌道機関車運材　　 軌道運材 山梨市（旧三富村）

明治 ４０ 年の大水害の状況（ 笛吹 市甲 運橋）
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謝恩碑

・ 明 治 か ら 昭 和 に か け て

御下賜から昭和 ２０ 年代までの県有林の施業は、県土保全に重点を

置いた択伐天然更新施業が主体でした。

その後、経済発展に伴い、増大する木材需要に応えるため、伐採

方法が択伐から主伐に変わり、昭和 ３０ 年代には年間 ３０ 万m3 の

木材を供給するにいたりました。

こ れより、林産物収入は飛躍的に増大し、当時財政再建団体に指

定されていた本県財政の危機を救ったのをはじめ、市町村の学校建

設などにも大きく貢献しました。

武田 の杜（昭和 ４８ 年設定）

'` S 、

金川の森

清里の森別荘地分譲

(昭和 ６０ 年代)

「森林文化の森」 設定（平成11 年）

第５２ 回全国植樹祭（平 成１３ 年）

・ 昭 和 か ら 平 成 に か け て

昭和４０年代以降は、木材需要量が減少し、森林の持つさまざまな

機能が注目されるようになりました。このため、昭和４８年に「県有

林野の新たな土地利用区分」を定め、県有林をその機能に応じて、公

益林と経済林に区別するとともに 「武田の杜」「清里の森別荘地」「金

川の森」等の県有林の高度活用事業を展開しました
Ｏ

御沙汰書

建設中の謝恩碑

御 下 賜 への 謝 恩の 意を 表 す

ため 、舞 鶴城公園 （甲府城跡
旧本丸広場）内 に建立さ れま

した。

●材料：花商岩

（甲州市の恩賜林より産出）



第 １４ 回全国育樹祭での皇太子殿下の

お手入れ（平成２ 年 ）

FＳＣ 認証現地審査

第 ５２ 回全国植樹祭での天皇・皇后両陛下の

お手植え・お手まき（平成 １３ 年）

高性能林業機械による木材搬出

国 立 競 技 場

〔提供：独立行政法人日 本スポーツ振興センター〕

Ｉ 平 成 か ら 令 和 に か け て

平成の時代を迎え、森林に対する県民の要請はさらに

多様化・高度化してきました
Ｏ
こうした要請に応え、

平成１１年 に は森 林内 で の多 様 な活 動 の場と し て

県下１２ 箇 所 に「森 林文 化 の 森」を 設定 し ま し た。

また、平 成１５ 年 には「ＦＳＣ森 林 認証」を 取得 し、

グローバルスタンダード（ 世界基準 ）の視点を踏まえた

県有林の管理経営に努めています。

御下賜９０周年の平成１３年には、天皇皇后両陛下を

お迎えし、みすがき山麓で第５２回全国植樹祭を開催し

ました。

平成２３年には御下賜１００周年の節目として、天皇

陛下の御名代として皇太子殿下のご臨席を賜り、記念大

会を開催しました。

充実する人工林資源の活用に向け、平成２７年から

「やまなし提案型システム販売」を開始し、国立競技場

の大屋根にＦＳＣ認証材を供給しました。

御 下賜 １００ 周年記念大会（平成 ２３ 年）

・ 恩 賜 林 御 下 賜 １１０ 周 年

明治 ４４ 年の御下賜以来、県民共有の財産として守り

育てら れ、県民生活に大きく 貢献してきた恩賜林は、

２０２１年（ 令和３年 ）３月に御下賜１１０周年を迎え、

令和３年３月 に「 恩賜林御下賜１１０ 周年記念式典 」

を舞鶴城公園謝恩碑前広場で開催し、記念行事として

令和３年５月に記念植樹、１０ 月に記念大会を実施し

ました。

また関連事業として、令和３年 １１月にＦＳＣ認証

のさ らな る向 上 とＦＳＣ認 証材 の消 費拡 大 の ため、

「 やまなしＦＳＣ⑥フォーラム 」を開催しました。

やまなしＦＳＣ⑧フォーラム

今後も県有林は、国土の保全その他森林の公益的

機能を確保しつつ、森林資源の質的向上及び重要な

林産物の持続的な供給を図り、県民の福祉の増進に

役立つため、以下の方針のもと管理を行っていき

ます。

○多様な林分の造成を行い、持続可能な森林経営を

図ること。

○森林資源の有効活用及び維持管理のために必要な

林道その他施設を拡充すること。

○国土の保全及び水資源のかん養のために必要な施

設を拡充すること。



○ カーボン・オフセットは、だれでも参加できます。

自己活動オフセット
Ｘ ｉ

々　　　EI ……

環境にやさしい社会を
みんなでつくろう！

ｵﾌｾｯﾄ 製品･ｻｰ ﾋﾞｽ利用

【例えば‥ ・】
商品の製造工程で減らしき

れない温室効果ガスを減ら

すには・・

白 寮

ク
レ

ジ
ツ
ト

購
入

す
る

と

カ ーボン ・オフ セットした

エ コ商品やサービスを剔出、

環境ブランド化できます。

【例えば ‥ ・】
会社で、工場で排出してしま

ったＣ０２等をオフセットす

るには・・

５
ク
レ

ジ
ッ

ト

購
入

す
る
と

温室効果ガス排出抑制計画の

差引報告などに活用できますＯ

イベントオフセット 寄付型オフセット

【例えば‥ ・】

地球温暖化防止や森林保全活

動へ貢献をするには‥ ・

ク
レ
ジ

ツ
ト

購
入
す

る
と

ｸﾚ ｼﾞｯﾄ付商品･ｻｰ ﾋ ズ

【例えば‥ ・】

クレジット付商品を購入する

ことで・・・

【例えば‥ ・】

マラソン大会・会議・お祭り

・コンサートなど人が集まる
とＣ０２を排出してしまう‥

轟

Ｇ八二）

購 ク

▼
レ

ジ

ヴ
ト

入

す

る
と

購入者の日常生活のC02 排出

の埋め合わせすることができ、

低炭素化を考えるきっかけを

提供できます
Ｏ

開催に伴う排出量を埋め合わ

せ、環境にやさしいイベントに

することができます。

売り上げの一部が森林整備に

寄付されますＯ
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森林公園

①県民の森　②武田の杜　③金川の森

森林文化の森

①釜無水源の森　②八ヶ岳の森

③瑞雛の森　④乙女高原の森

⑤兜山の森　⑧大菩薩の森

⑦小金沢シオジの森 ⑧稲山ケヤキの森

⑨河口の森　⑩十谷の森

池本栖の森　⑩思親山の森

山梨県 は県土 の78 ％ を森 林が占 める森 林県 です。県有林 は、 このうち46 ％、15 万8千 ヘク タール

で、実 に県土 の35 ％ を占めてい ます。 この県有 林は、 標高200 メ ート ルから3,400メートルにわたっ

てい るため、 暖帯林 から寒帯 林までの多 様な植生を見 ることがで きます。

【森林面積】　　　　　　　 【天然林・人工林の面積割合】　　　　　【人工林の樹種別面積】

構成比は小数点以下第１ 位を四捨五入し ているため、

合計して100 ％にならな い場合があるO

山 梨 県 林 政 部 県 有 林 課

山梨県甲府市丸の内一丁目６番1 号

電話 ０５５(２２３)１６２３　ＦＡＸ ０５５(２２３)1 ６７９

2０２３年３月発行
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